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二
〇
一
二
年
五
月
一
三
日

共
同
研
究
発
表
会
（
於

学
習
院
大
学

目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
）

N
IN

JA
L

【
資
料
】

中
世
末
期
日
本
語
の
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
・
モ
ダ
リ
テ
ィ
体
系
―
名
詞
節
内
に

モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
が
生
起
す
る
こ
と
を
ど
う
解
釈
す
る
か
―

実
践
女
子
大
学
文
学
部

福

嶋

健

伸

資
料
一

先
行
研
究
が
ど
こ
ま
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
か

柳
田
一
九
九
一
の
指
摘
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

(

１)

中
世
末
期
日
本
語
の
～
テ
イ
ル
は
、
既
然
態
と
進
行
態
を
表
せ
る
。

（

）

ア

西
も
ん
に
立
て
い
る

虎
明
本
・
瞽
女
座
頭

（

）

イ

つ
れ
ほ
し
う
て
是
に
や
す
ら
ふ
て
い
ま
ら
し
た

虎
明
本
・
餅
酒

(

２)

当
時
の
～
テ
イ
ル
の
主
格
名
詞
句
は
、
有
生
物
に
限
ら
れ
る
。

※
坪
井
一
九
七
六
に
も
指
摘
有
り
。

ウ

石
ガ
出
テ
イ
ル
（
×
）

エ

そ
の
風
呂
屋
の
前
に
鋭
な
石
が
一
つ
出
て
あ
つ
た
が
、
出
入
り
の
人

、

（

）

の
足
を
傷
り

天
草
伊
曽
保
・
四
一
七
頁

ま
た
、
高
山
一
九
九
五
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
、
文
末
で
、
現
在
の
状
態

を
表
し
て
い
る
～
タ
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
～
タ
は
、
既

然
態
を
表
す
と
さ
れ
て
い
る
。

(

３)

当
時
の
～
タ
は
文
末
で
既
然
態
を
表
せ
る
。

オ

あ
の
み
み
の
き
つ
と
し
た
は
、
其
ま
ま
女
共
が
耳
に
に
た
、
又
あ
の

目
の
く
る
り
と
し
た
も
に
た
よ

[

自
分
の
妻
の
顔
と
似
て
い
る
鬼

（

）

瓦
を
見
な
が
ら
の
発
話]

虎
明
本
・
鬼
瓦
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カ

し
ら
ぬ
も
の
に
こ
と
ば
を
か
く
る
も
の
か
、
し
つ
た

[

私
は
あ
な
た

（

）

の
こ
と
を
知
っ
て
い
る]

虎
明
本
・
磁
石

こ
れ
ら
の
例
は
、
現
代
日
本
語
で
解
釈
す
る
場
合

「
似
て
い
る

「
知
っ
て

、

」

い
る
」
の
よ
う
に
現
在
の
状
態
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
現
代
日
本
語
の

～
タ
に
は
な
い
特
徴
で
あ
る
。

資
料
二

～
テ
イ
ル
と
～
タ
の
例

(

４)

当
時
の
～
テ
イ
ル
は
、
全
体
と
し
て
存
在
文
に
近
い
。

キ

河
尻
に
源
氏
ど
も
が
多
う
浮
う
で
い
ま
ら
す
る

（

）

天
草
版
平
家
物
語

ク

い
や
是
に
一
の
た
な
と
お
ぼ
し
き
所
に
、
女
が
ま
い
つ
て
い
る
よ
、

（

）

虎
明
本
・
連
尺

（

）

ケ

何
と
し
て
ひ
つ
こ
ふ
で
い
た
ぞ

虎
明
本
・
武
悪

(

５)

当
時
の
～
タ
は
、
全
体
と
し
て
存
在
文
か
ら
遠
い
。

コ

い
や
さ
い
ぜ
ん
か
ら
某
ば
か
り
も
つ
た
、
又
お
ぬ
し
も
た
し
め

[

さ
っ
き
か
ら
自
分
ば
か
り
が
手
紙
を
持
た
さ
れ
て
い
る
の
で
二
郎

冠
者
が
不
満
を
述
べ
て
い
る]

（
文
荷
）

サ

こ
の
人
形
は
、
ざ
い
人
の
作
物
に
似
た
、[

罪
人
の
作
り
物
に
似
て

い
る
人
形
（
実
は
人
形
で
は
な
く
本
物
の
人
間
）
を
見
て
の
発
話]

（

）

瓜
盗
人

シ

某
が
し
う
句
に
す
ひ
た
と
云
事
は
、
ど
こ
で
き
ひ
た
ぞ[

私
が
秀
句

好
き
と
い
う
こ
と
を
ど
こ
で
聞
い
た
の
だ
と
質
問
し
て
い
る]

（

）

薩
摩
守

ス

そ
れ
左
の
手
が
あ
い
た
は[

大
名
が
、
昆
布
売
の
左
手
が
あ
い
て
い

（

）

る
と
指
摘
す
る
場
面]

昆
布
売

セ

物
う
ち
か
ら
う
へ
へ
は
、
く
わ
つ
く
わ
つ
と
み
だ
れ
た

[

田
舎
者
が

（

）

自
分
の
刀
の
焼
目
を
描
写
し
て
い
る
場
面]

長
光

次
の
よ
う
な
存
在
文
的
な
例
は
、
わ
ず
か
に
五
例
の
み
で
あ
る
。

ソ

う
た
に
は
よ
ま
ぬ
と
云
、
う
た
に
の
つ
た
と
あ
ど
云
て

（

）

虎
明
本
・
土
筆

タ

[

重
盛
が]

門
の
内
え
さ
し
入
っ
て
み
ら
る
れ
ば

（
略
）
一
門
の
人
々

、

（
略
）
中
門
の
廊
に
二
行
に
着
座
せ
ら
れ
た
。（

）

天
草
版
平
家
物
語

チ
[

自
分
が]

ま
だ
、
こ
の
世
に
な
が
ら
え
た
と
知
ら
せ
た
う
わ
思
わ
れ

、

（

）

た
れ
ど
も

天
草
版
平
家
物
語

ツ

ふ
る
は
が
二
三
ま
い
の
こ
つ
た

（
虎
明
本
・
鞍
馬
参
）
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テ

さ
れ
は
こ
そ
天
照
大
神
も
な
い
く
う
げ
く
う
と
た
た
せ
ら
れ
た

（
醒
睡
笑
・
巻
四
）

(

６)

～
タ
と
～
テ
イ
ル
は
相
補
分
布
に
近
い
。

～
タ

知
る
（

例

、
似
る
（

例

、
持
つ
（

例
）

）

）

17

14

12

～
テ
イ
ル

持
つ
（

例
）

1

資
料
三

～
テ
イ
ル
と
動
詞
基
本
形
の
例

(

７)

～
テ
イ
ル
の
例

ト

よ
び
に
や
つ
て
参
る
あ
ひ
だ
ま
つ
て
い
ま
ら
し
た

（

）

虎
明
本
・
呼
声

ナ

つ
れ
ほ
し
う
て
是
に
や
す
ら
ふ
て
い
ま
ら
し
た

（

）

虎
明
本
・
餅
酒

ニ

我
が
ま
だ
生
き
て
居
る
う
ち
に
、
別
の
妻
を
ば

（

）

天
草
伊
曽
保
・
四
二
五
頁

ヌ

[

太
郎
冠
者
が
独
り
言
を
言
っ
て
い
る
の
を
主
人
が
見
つ
け
る]

む
さ
と
し
た
る
事
を
、
ひ
と
り
事
に
云
て
い
る
、

（

）

虎
明
本
・
腥
物

（

）

ネ

親
子
三
人
念
仏
し
て
い
た
と
こ
ろ
に

天
草
平
家
・
一
○
四
頁

(

８)

動
詞
基
本
形
の
例

、

（

）

ノ

さ
れ
は
こ
そ
竹
の
子
を
お
る
よ
な

虎
明
本
・
竹
の
子

ハ

あ
ら
き
ど
く
や
、
お
く
び
や
う
な
や
つ
じ
や
が
き
ど
く
に
夜
ま
は
り

、

（

）

を
す
る
よ

虎
明
本
・
杭
か
人
か

（

）

ヒ

お
と
の
す
る
を
け
る
と
云
て

虎
明
本
・
鞠
座
頭

（

）

フ

い
や
太
郎
く
わ
じ
や
を
せ
つ
か
ん
致
す

虎
明
本
・
鐘
の
音

ヘ

「
雨
は
降
る
か
、
降
ら
ぬ
か
」
と
問
ふ
時
、
田
夫
の
む
す
こ
見
て
い

、

（

）

ふ

※
鍵
括
弧
は
福
嶋

醒
睡
笑
・
巻
五

「

」

ホ

田
夫
畠
を
う
つ
折
節
隣
郷
の
百
姓
と
を
り
合
せ

是
は
何
を
ま
く
ぞ

と
云
に
（
略
）
己
れ
か
調
子
を
ひ
き
く
「
大
豆
を
ま
く
鳩
か
聞
く
程

」

（

）

に

※
鍵
括
弧
は
福
嶋

醒
睡
笑
・
巻
六

マ

[

山
伏
が
柿
を
盗
み
食
い
し
て
い
る
所
を
見
回
り
に
来
た
柿
主
が
見

つ
け
て]

言
語
道
断
の
事
、
い
か
め
の
山
ぶ
し
が
、
か
き
を
と
つ
て

、

（

）

た
ぶ
る

何
と
が
な
い
た
さ
う

虎
明
本
・
柿
山
伏

ミ

水
か
く
る
内
、
女
出
て
、
な
ふ
か
な
し
や
、
何
と
い
ふ
ぞ
、

（

）

虎
明
本
・
水
掛
聟

ム

ぶ
た
い
一
反
お
い
ま
は
る
内
に
、
ち
う
人
い
で
て
、（

）

虎
明
本
・
吃
り
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メ

ひ
や
う
し
に
か
か
つ
て
う
つ
内
に
、
か
た
な
を
み
せ
ぬ
や
う
に
い
だ

（

）

す

虎
明
本
・
宝
の
槌

(

９)

～
ウ
チ
（
ニ
）
節
の
用
例
比

さ
ら
に
ウ
チ
（
ニ
）
節
の
節
述
語
に
見
ら
れ
る
用
例
数
の
比
に
つ
い
て
、
現

代
日
本
語
の
調
査

と
対
照
さ
せ
て
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

(

※)

比
率
が
ほ
ぼ
逆
転
し
て
お
り
、
分
布
に
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら

か
だ
ろ
う
。

～
テ
イ
ル

動
詞
基
本
形

～
テ
イ
ル

動
詞
基
本
形

：

約
一

一
六

中
世
末
期
日
本
語

四
例

六
二
例

：
約
一
二

一

現
代
日
本
語

一
一
二
例

九
例

：

(

※)

『

版

新
潮
文
庫
の

冊
』
の
中
の
一
九
四
〇
年
以
降
に
生
ま
れ
た

C
D

-R
O

M

100

日
本
人
作
家
（
赤
川
次
郎
、
沢
木
耕
太
郎
、
椎
名
誠
、
高
野
悦
子
、
藤
原
正
彦
、
宮

本
輝
、
村
上
春
樹
）
の
作
品
全
て
を
現
代
日
本
語
の
資
料
と
し
た
。

資
料
四

動
詞
基
本
形
と
～
ウ
・
～
ウ
ズ
（
ル
）
の
例

中
世
末
期
日
本
語
の
動
詞
基
本
形
の
比

（１０）

『
天
草
版
伊
曽
保
物
語

『
天
草
版
平
家
物
語

『
狂
言
台
本
虎
明
本

『
天

』

』

』

理
本
狂
言
六
義
』
を
調
査
し
た
結
果
、

次
の
よ
う
な
未
来
を
表
す
動
詞
基
本

形
の
例
は
、

例
（
た
だ
し
、
確
例

例
）
で
あ
っ
た
。

106

55

モ

汝
は
各
の
か
た
へ
ゆ
き
、
か
れ
い
の
こ
と
く
、
今
日
松
は
や
し
を
い
た

（
嘉
例
）

す
程
に
、
ご
ざ
つ
て
く
だ
さ
れ
ひ
と
い
ふ
て
、
よ
び
ま
ら
し
て
こ
ひ

（

）

虎
明
本
・
松
脂

ヤ

是
か
ら
す
ぐ
に
行
程
に
、
跡
の
め
こ
ど
も
の
事
た
の
む（

）

虎
明
本
・
武
悪

ユ

［
仏
御
前
が
］
一
番
舞
う(

ǒ
)

ほ
ど
に
鼓
打
ち
を
呼
べ

m

（

）

天
草
平
家
・
九
六
頁

一
方
、
次
の
よ
う
な
例
は
、

例
も
あ
っ
た
。

693

ヨ

敵
に
馬
の
腹
を
射
ら
れ
て
し
き
り
に
は
ぬ
る
に
よ
っ
て

［
有
国
が
］

、

、

（

）

弓
杖
を
つ
い
て
を
り
た
っ
て

天
草
平
家
・
一
六
九
頁

ラ

［
夫
が
］
因
幡
堂
の
お
薬
師
へ
、
籠
つ
た
と
申
ほ
ど
に
、
参
つ
て
、
見

（

）

ま
ら
せ
う
と
存
る

天
理
本
・
因
幡
堂

リ

［
獅
子
が
］
声
を
あ
げ
て
叫
ぶ
ほ
ど
に
、
件
の
鼠
が
聞
き
付
け
て
、

（

）

天
草
伊
曽
保
・
四
五
二
頁
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、

、

、

な
お

現
代
日
本
語
の
調
査

で
は

次
の
例
の
よ
う
な
未
来
の
例
は

（

）
※

例
で
あ
っ
た
。

44
（

）

、

（

）

参
考
例

俺

シ
ャ
ワ
ー
あ
び
て
で
か
け
る
か
ら

東
京
タ
ワ
ー

次
の
例
の
よ
う
な
非
未
来
の
例
は
、

例
で
あ
っ
た
。

31

（

）

、

、

（

）

参
考
例

お
腹

痛
い
っ
て
い
う
か
ら

見
舞
い
に

笑
う
招
き
猫

※
一
九
六
〇
年
以
降
に
生
ま
れ
た
東
京
都
出
身
の
作
家
の
作
品
を
調
査
し
た
。
高
野

和
明
著
『

階
段

（
講
談
社

、
乃
南
ア
サ
著
『
凍
え
る
牙

（
新
潮
社

、
山
本
幸

』

）

』

）

13

久
著
『
笑
う
招
き
猫

（
集
英
社

、
江
國
香
織
著
『
東
京
タ
ワ
ー

（
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ

』

）

』

ス
）（

）

中
世
末
期
日
本
語
の
～
ウ
・
～
ウ
ズ
（
ル
）
の
例

１１
次
の
よ
う
な
未
来
を
表
す
例
が
、
標
準
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
230

例
で
あ
り
、
同
一
環
境
中
の
～
ウ
・
～
ウ
ズ
（
ル
）
の
実
に

％
が
こ
の
よ
う

97

な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
。

ル

お
供
申
ま
ら
せ
う
ず
る
ほ
ど
に
、
お
拵
へ
を
な
さ
れ
い
と
、
申
さ
る
ゝ

（

）

天
理
本
・
素
襖
落

レ

お
ざ
し
き
へ
も
つ
て
い
で
ま
ら
せ
う
所
で
、
上
に
御
ざ
る
お
し
う
は
、

（

）

一
つ
宛
と
ら
せ
ら
れ
う
ず

虎
明
本
・
栗
焼

な
お
、
現
代
日
本
語
の
調
査

で
は
、
次
の
例
の
よ
う
な
未
来
の
出
来

（
※
）

、

（

）
。

事
を
表
す
例
は

た
っ
た
の

例
の
み
で
あ
る

動
詞
基
本
形
は

例
あ
る

2

44

参
考
例

十
年
後
に
は
価
値
が
あ
が
る
だ
ろ
う
か
ら

ち
ゃ
ん
と
と
っ

（

）

、（

）

と
け
よ

笑
う
招
き
猫

（
参
考
例
）
そ
こ
で
う
つ
ぶ
せ
に
な
っ
て
寝
て
る
だ
け
に
な
る
だ
ろ
う
か

（

）

ら

笑
う
招
き
猫

資
料
五

体
系
の
ま
と
め

中
世
末
期
日
本
語
と
現
代
日
本
語
の
各
形
式
の
分
布

未
来
（
以
後
）

現
在
（
同
時
）～

テ
イ

中
世
末
期
日
本
語

～
ウ
・
～
ウ
ズ
（
ル
）

動
詞
基
本
形

／

／

動
詞
基
本
形

～
タ

ル
／

現
代
日
本
語

動
詞
基
本
形

～
テ
イ
ル
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〔
引
用
文
献
〕

安
平
鎬
・
福
嶋
健
伸
二
〇
〇
五
「
中
世
末
期
日
本
語
と
現
代
韓
国
語
の
テ
ン
ス
・
ア

ス
ペ
ク
ト
体
系
―
存
在
型
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
の
文
法
化
の
度
合
い
―
」
日
本
語
学

会
（
旧
称
：
国
語
学
会

『
日
本
語
の
研
究
』
一

三

(

『
国
語
学
』
通
巻
二
二
二

）

-

号
）

岩
崎
卓
一
九
九
四
「
ノ
デ
節
、
カ
ラ
節
の
テ
ン
ス
に
つ
い
て

『
国
語
学
』
一
七
九

」

奥
田
靖
雄

一
九
七
八
「
ア
ス
ペ
ク
ト
の
研
究
を
め
ぐ
っ
て
（
上

（
下

『
教
育
国

）

）
」

語
』
五
三
、
五
四

鈴
木

泰

一
九
九
二
『
古
代
日
本
語
動
詞
の
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
―
源
氏
物
語
の

分
析
―

（
ひ
つ
じ
書
房
）

』

坪
井
美
樹

一
九
七
六
「
近
世
の
テ
イ
ル
と
テ
ア
ル

『
佐
伯
梅
友
博
士
喜
寿
記
念
国

」

語
学
論
集
』
表
現
社

高
山
百
合
子

一
九
九
五
「
大
蔵
流
虎
明
本
・
虎
寛
本
に
見
る
ア
ス
ペ
ク
ト
表
現
―
存

「

」

」

『

』

続
を
表
す
助
動
詞

た

を
め
ぐ
っ
て
―

筑
紫
女
学
園
短
期
大
学

筑
紫
国
文

一
八

福
嶋
健
伸

二
〇
〇
二
「
中
世
末
期
日
本
語
の
～
タ
に
つ
い
て
―
終
止
法
で
状
態
を
表

し
て
い
る
場
合
を
中
心
に
―
」
京
都
大
学
『
國
語
國
文
』
七
一
・
八

「

」

福
嶋
健
伸

二
〇
〇
四

中
世
末
期
日
本
語
の
～
テ
イ
ル
・
～
テ
ア
ル
と
動
詞
基
本
形

東
京
大
学
『
國
語
と
國
文
學
』
八
一

二

-

福
嶋
健
伸
二
〇
一
一

「
中
世
末
期
日
本
語
の
～
ウ
・
～
ウ
ズ
（
ル
）
と
動
詞
基
本

a

形
―

～
テ
イ
ル
を
含
め
た
体
系
的
視
点
か
ら
の
考
察

―
」
京
都
大
学
『
國
語
國

文
』
八
○

三

-

福
嶋
健
伸
二
〇
一
一

「
～
テ
イ
ル
の
成
立
と
そ
の
発
達

『
日
本
語
文
法
史
研
究
の

」

b

最
前
線
』
く
ろ
し
お
出
版

堀
江
薫
二
〇
一
一
「

主
節
現
象
」
と
「
従
属
節
の
主
節
化
」
か
ら
見
た
日
本
語
の
特

「

徴

他
言
語
と
の
比
較
を
通
じ
て

『
日
本
語
文
法
学
会
第

回
大
会
発
表
予
稿

」

：

12

集
』

柳
田
征
司

一
九
九
一
『
室
町
時
代
語
資
料
に
よ
る
基
本
語
詞
の
研
究

（
武
蔵
野
書

』

院
）

《
中
世
末
期
日
本
語
の
調
査
資
料
》[

天
草
伊
曽
保
、
天
草
平
家
の
ペ
ー
ジ
数
は
底
本

。

、

、

。

の
も
の
で
あ
る

ま
た

用
例
等
を
示
す
場
合

表
記
を
変
え
て
い
る
場
合
が
あ
る

な
お
、
調
査
・
考
察
に
あ
た
っ
て
は
、

ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典

（
土
井
忠
生

』

訳
『
日
本
大
文
典
』
三
省
堂
、
一
九
五
五
年
）
を
参
考
に
し
た]

・
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
文
禄
二
年
耶
蘇
会
板
伊
曽
保
物
語

本
文
・
翻
字
・
解
題
・
索
引

、
京
都
大
学
国
文
学
会

』

・
江
口
正
弘
著
『
天
草
版
平
家
物
語
対
照
本
文
及
び
総
索
引
（
本
文
篇

、
明
治
書

）
』

院
・
池
田
廣
司
、
北
原
保
雄
著
『
大
蔵
虎
明
本
狂
言
集
の
研
究
』
上
中
下
巻
、
表
現
社

・
北
原
保
雄
、
小
林
賢
次
著
『
狂
言
六
義
全
注
』
勉
誠
社

・
岩
淵
匡

他
編
『
醒
睡
笑
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
文
編

、
笠
間
書
院

』

・
小
高
敏
郎

校
注
『
江
戸
笑
話
集

（

き
の
ふ
は
け
ふ
の
物
語

・
日
本
古
典
文
学

』
『

』
）

大
系

、
岩
波
書
店

）
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、

（

）

[

付
記]
従
属
節
の
独
立
度
の
議
論
に
関
し
て
は

矢
島
正
浩
先
生

愛
知
教
育
大
学

と
橋
本
修
先
生
（
筑
波
大
学
）
よ
り
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
い
て
い
る
。
記
し
て
感

謝
申
し
上
げ
る
。
当
然
、
本
稿
の
不
備
は
、
全
て
筆
者
の
責
任
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。な

お
、
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
及
び
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
研
究
課

題

日
本
語
の
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
体
系
の
変
遷
に
関
す
る
研
究
／
中
世
末
期

日
本
語
の
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
・
モ
ダ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
記
述
的
研
究
／
近
代

日
本
語
に
お
け
る
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
・
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
の
変
遷
に
関
す
る

記
述
的
研
究
／
近
代
日
本
語
の
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
・
モ
ダ
リ
テ
ィ
体
系
の
変

遷
に
関
す
る
言
語
類
型
論
的
研
究
、
課
題
番
号

／

／

16720110
18720124

／

全
て
若
手
研
究

、
研
究
代
表
者

福
嶋
健
伸
）
の
研

20720124
24720210

B

究
成
果
の
一
部
を
含
ん
で
い
る
。


